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校 外 学 習

サイエンスワールドでPCR検査の実験

野菜・果樹学科2学年生１７名が6月16日に瑞浪市のサイエンスワールドにて、DNA
のALU配列の有無を調べるPCR検査の実験を行いました。
サイエンスワールドの講師の指導に従い、自分たちの細胞を教材に下処理から電気泳動、

最終判定までを行い、無事結果を出すことができました。
学生たちは自らPCR検査を行うことで、新型コロナウイルス感染症への関心がより深

まったと感想を述べていました。

＜PCR検査の実験に真剣に取り組む学生＞

新型コロナウイルス感染症の影響で中止していた校外学習を感染対策を行ったうえで、
再開しています。
学生たちにとっては、現場の生の声が聞ける良い機会が復活しました。



畜産学科1学年生8名が、6月9日に
（株）エムズを視察しました。
学生たちは、搾乳ロボットや哺乳ロ

ボットなどの最新の設備を見学し、感激
していました。また、製造副産物や県内
産粗飼料を活用した飼料給与についても
学ぶことができました。
なお、同社に雇用就農した先輩の説明

する姿や働く姿も見ることができ、大い
に参考になったようです。

東海近畿地区農業大学校学生スポーツ大会に参加

東海近畿地区農業大学校の学生が一堂に会し、スポーツ競技を通じ交流を深める
「東海近畿地区農業大学校学生スポーツ大会」が3年ぶりに5月26日、27日の2日
間、愛知県岡崎市で開催されました。

このスポーツの祭典は上半期の一大イベントであり、１、２学年全員が５種目の
競技に分かれ、練習を重ねてきました。

当日は開催県の愛知県の学生実行委員長のあいさつに始まり、競技が進められま
した。コロナの影響で３年ぶりの開催であったため、全員初めての経験で最初は緊張
の面持ちでしたが、試合後は他県の選手と語りあう姿も見られ、スポーツを通して貴
重な仲間づくりができました。本校の競技成績は次のとおりで、閉会式では入賞者が
健闘を讃えられ表彰されました。

飛騨地域農業の視察

野菜専攻の2学年生7名が7月12日、
飛騨地域の農業を学ぶために視察を行
いました。
今回は、夏秋トマト、ほうれんそう、

パプリカの各生産ほ場と、JAひだ丹生
川トマト選果場に伺いました。
学生たちは初めて見る栽培方法や施

設について、大いに興味を持っていま
した。
また、本校卒業生を始めとした若い

生産者が、地域でトップクラスの成績
を上げていることや、新たなブランド
化に取り組んでいることを聞き、大き
な刺激になりました。

酪農家の視察



『オープンキャンパス』を開催

本校に対する理解を深めてもらうため、夏休み期間中の７月24～26日と８月18～
20日の6日間、農業大学校への入学希望者とその保護者を対象にオープンキャンパス
を開催しました。

｢１日体験入学｣には、 県内外から４０名の入学希望者と１６名の保護者と多くの方
に参加していただきました。

午前中に学校紹介と校内見学を行い、午後からは「野菜」「果樹」「畜産」の中か
ら希望のコースを一つ選択し、実習を体験していただきました。

参加者からは、「昼のハウス内があんなに暑いとは思わなかった」「いつもは見ら
れないホルスタイン種を見ることができてよかった」「実習体験では、在校生の方と
も話ができ、実際に触れて学べるところがよかった」などの感想がありました。

＜体験実習：牛の洗浄＞＜学生代表から自治会活動の説明＞ ＜体験実習：梨の選果＞

東海近畿地区農業大学校学生スポーツ大会 結果
入賞結果（左表）
大会後、全員で記念撮影（下）

順　位 種　目 選　手　名

卓球（個人）ダブルス　女子 棚橋怜、平澤亜美

テニス（個人）シングルス　女子 徳村梨乃

卓球（団体）

バドミントン（個人）シングルス　女子 大平琴愛

バドミントン（個人）ダブルス　女子 赤井友香、北瀬朱音

バレーボール（団体）

卓球（個人）シングルス　女子 阿部蒼

卓球（個人）ダブルス　男子 橋本聡、猿渡斗耶

優　勝

準優勝

3　位
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校長のひとこと

入学時には緊張感溢れる１学年生でしたが、２学年生の助言等もあり、寮生活、授業や実習にも慣れ、
元気に２学期を迎えています。一方、２学年生は、大切な就農・就職活動も行いつつ学習に励んでおり、
今後も、派遣学習やプロジェクト学習への取り組みを通じ、より一層成長してくれることを期待してい
ます。
コロナ禍3年目。窮屈な生活は続いていますが、その中でも、３年ぶりの東海近畿地区農業大学校学生

スポーツ大会への参加、各種行事や校外学習の実施など、農業大学校として当たり前の日常を送ること
ができています。この日常があることに日々安堵しつつ、関係者の皆様のご協力には心より感謝してお
ります。引き続きのご協力をよろしくお願いします。
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編集後記

今回は、校外学習を中心に紹介しました。視察等を受け入れていただいた農業者及び関係機関の皆様、ありがと
うございました。今年度は、3年ぶりに開催される行事があり、学生の学習環境が少しずつですが、コロナ前に戻
りつつあります。しかし、依然として新型コロナウイルス感染症が収束しない中で、農大では、感染対策を行い、
実践的な学びの場を提供しています。

資格・免許取得の取り組み

｢令和５年度 岐阜県農業大学校 学生募集｣

令和５年4月の入学生を募集します。
農業大学校の入学を希望する生徒さんがいましたら、ぜひお声掛けをお願いします。
＜募集定員＞ 30名
＜募集学科＞ 野菜・果樹学科 畜産学科
＜試験日＞ 推薦入試：令和４年１０月２１日(金)

一般入試：令和５年 １月２０日(金)
＜入学願書受付期間＞ 推薦入試：令和４年９月１６日(金)～１０月７日(金)

一般入試：令和４年１２月１２日(月)～令和５年1月６日(金)
＜募集要項等問い合わせ先＞ 岐阜県農業大学校 教務課

可児市坂戸938
TEL：0574-62-1226 FAX：0574-62-1227
メール：c24405＠pref.gifu.lg.jp

ホームページ Face book

本校では、2年間の在学中に多くの学生が、資格・免
許等を取得できるよう、支援しています。
今年度上半期には、「刈払機取扱作業者安全衛生教

育」、「小型車両系建設機械(整地等)特別教育」、
「フォークリフト運転技能講習」、「毒物劇物取扱
者」に取り組みました。


